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■報告書内の「癩」「らい」「ハンセン病」の表記について

「癩予防法」等の法律用語、「らい菌」等の医学用語、歴史的用語、関係者の発言・証

言（「 」で示されている部分）、および文献の引用内に使用されている「癩」「らい」

は、あえて原文および発言・証言のまま掲載しています。

それ以外の一般的な病名を指す名称については、「ハンセン病」を採用しています。


